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5.「 第V章 」 に つ い て(承 前)
MS.29,TS.70の 上記に続 く部 分は,・Horaceが 極 く普通 の女で しか なか っ
た妹 に一 とい うことは,こ の時点 では彼は まだNarciSSaの 本性の邪悪 さは
見抜け ず,彼 女を 「普通 」 の女 の一 人に格下 げす るに と どま っていた とい うこ
とだが一 度を越 した期 待を寄せ ていた 自分 の愚か しさにつ いて思い知 る場面
であ る。彼 は まず十年前 のNarcissaの 結 婚 の時 の ことを思い 出す 。
Heseemedtohaveexpectedhertobeimperviousnotonlブto
marriage,buttoSartorisesaswell.(MS.29,TS.70)
だがSartoris家 の``fourgenerationsofcold-bloodedmenclingingviolently
totheiroutworntraditionsofhumanbehavior"(Ibid)の持 つ滲透力ほ,な
まなか な ものでは なか ったのだ。Narcissaは 今や完全 にSartoris家 の一 員に
な り切 ってい る。(こ こでFaulknerは また突如場面 を第III章 冒頭 の掃除 の
場に逆戻 りさせ,Hor3ceは モ ップを押 しなが ら)足 腰の立た ない八 十九歳 の
老 婆 と九つ の息子 のこ とでいつ も夢 中にな ってい る妹の ことを考 えてみ るので
あ る。 自分は この妹 に,女 た ちが疑 うことな く受 入れ,そ して生 き甲斐 を さえ
ウ
感じているこの現実世界を捨てて,普 通の人間なら頭に浮かべるは ず もな い
「真実」だけの国岱,自 分 と一緒に行ってくれ るように望んでいたのだと悟 る
所まで行 く。
He.hadexpectedawomantofollowamanwhomshehadneither
〔51〕
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marriednorborne,intothatregionoftruthdivorcedfromall
realitywhichnowomanisfoolenoughtoassay;tofollowthe
verymanwhohadjustrepudiatedthatregionofrealitydivorced
frolntruthwhich・womenacceptandmakeliveable.
(MS.29,TS.71-72)
Narcissaの 家に泊 ま った二 日目の夜,Horaceは 自分が 子供に還 った夢を見1),
寄 るべ ない感情に襲 われ て,泣 きなが ら目を醒 まし恐怖 と苦 悩 の うちに母 の名
を呼 ぶ。彼は電灯 をつけ る気に なれない。.なぜ な ら"Si七tingthereinthebed
inthedark,hebelievedthathehadirrevocablylostsomething,buthe
believedthatifheturnedonthelight,hewouldloseeventhesense,the
knowledgeof』hisloss."(MS.30,TS.72。MS.とTS.は厳密に いえぽ一,
二箇所 相違が ある。例えぽ,MS.で は"ltseemedtohim,sittingthere_"
とな っている よ うな こ とだが重 大 な差違 はな く,こ こではTS..か ら引用。)
Horaceは まさに この時,人 生 の現実に 開眼 した ので ある。 彼は夢 の中で母
を求めた。 だが,.そ れが単 に母 の 「庇護 」を求 めての ことであ らたな らぽ
仲間はずれ に された子供 が泣 きなが ら母の所へ戻 って行 くような もので あ った
な ら,Horaceに であ ろ うと誰にで あろ うと,そ の こと自体は何 の新 しい意味
も持 たな いであろ う。彼 は明 りをつけ ぬ暗 ら闇 の中で,夢 うつ つ に そ の 「意
味」 が織 りなす一つ の幻 を追 う。
1
Afte士awhilehecouldnottellwhetherhewereawakeornot.
Hecouldstillsenseafaintmotionofcurtainsinthedarkwindow
andthegardensmells,buthewastalkingtohismothertoo,who
hadbeendeadthirtyyears.Shehadbeenaninvalid,butnow
shewaswell;sheseemedtoemanatethataboundingserenityas
ofearthwhichhissisterhaddonesincehermarriageandthe
birth.ofherchild,andshesatonthesideofthebed,talkingto
1)こ の こ とに つ い ては,す で1こ拙論 「未 改 訂 ε朋o'襯 η に おけ るHoraceBenbQwの
incestuousな 感 情 を め ぐる問 題 」中 で一 度 述 べ て あ るが,オ リジ ナル 版 で の この 「夢」
の重 要 性 に鑑 み,も う一 度説 明 し てお きた い。
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him.Withherhands,hertouch,becauseherealisedthatshehad
notopenedhermouth.Thenhesawthatsheworeashapeless
garmentoffaded」calicoandthatBelle's,rich,fullmouthburned
sullenlyoutofthehal且ight,andheknewthatshewasaboutto
oかenhermouthandhetriedtoscreamather,tQclaphishand
tohermouth.ButitwastooIate.Hesawhermouthopen;a
thick,blackliquidwelledinaburstingbubblethatsplayedout
uponherfadingchinandthesunwasshiningonhisfaceandhe
wasthink量ngHe[Popeye]smellsblackHesmellslikethatblack
stuflthatranoutBovary'smouthwhentheyraisedherhead.
(MS.30,TS.72-73)
女は子 を産み,子 としっか りつなが る ことに よってゆ る ぎな く自己を確 立す る
もの一 夢 はそ の ことを彼 に知 らせ たのであ る。Horaceは い まや,「 女」 が
「母」 にな る とい うこと一 それ は男 と女 の肉の結びつ きを前提 とす る も の,
そ うい う意味 での 「汚れ」 に基 づ くものであ ることを知 る。 この世 では汚れね
ばな らない ことがあ るのだ 。だ が・,それ な らばBelleの 場合は ど うなのだ ろ
う。Horaceは,自 分の妻 であ り,二 人 の娘 の母親 であ る女が,口 か ら真 っ黒
な液 を噴 き出す 幻影を見 る。そ れは,彼 がPopeyeに 初 めて会 った時にPopeye
か ら受けた 印象 と同 じもの(第II章:MS.12,TS.29)で あ った。Belleの
退廃 は,母 にな るため の汚 れ とは全 く無縁 の,ま さにPopeyeの それ に等 し
い,彼 女 の本質に楳差す ものであ った一Horaceは それ を知 った のだ とい え
よ う。
それ に して も,Horaceが 現実 を生 きる女に一 あ るいは現実 の中 での真の
愛 に一 開眼す るのは この夢 と幻 影に よってだか ら,オ リジナルSσ π0劾αη
全 体の理解 のためには この箇所 が最 も重要 な意味 を持 つ もの であ ることは明 ら
か だが,し か し物語の設定 とい うことか らいえば,こ の夢 の話は余 り感 心 しな
い。文 学的に幾 分 こなれ方が不足 とい えるのでは なか ろ うか。
とまれ,こ の夢を見た 日の朝,彼 は妹か ら離れて自分の持ち家で一人暮 らし
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を始める決心 をし,十 年間放置 していた自分の生家に行 ってみる。
MS.,TS.第V章 が,R.の 第15章 に利用 されるのは,こ の時Horaceが
十年振 りに眺めた家の様子を述べた所か らで,そ れ以前の,吟 まで検討 して来
た部分はすべて切棄てられるのである。利用され る部分は,ま ず次のような書
き出しで始まる。
Thewindowswereashehadnailedthemuptenyearsago.
Thenailswereclumsilydriven,sincehehadhadnomoreskill
withthatIosthammerthanheexpectedtorevealwiththemop
andbroomwhich,withafeelingofhumility,imlnolation,hehad
ordered.(MS.30-31,'TS.74-75)
R.の 第15章 で,MS.,TS.の 上記 部分に相 当す る箇所 といえば,
TheIlextmornlngBeロbowgotthekeytothehousefromhis
sister,andwentintotown.Thehousewasonasidestreet,
unoccupiednowforte耳years.Heopenedthehouse,drawing
thenailsfromthewindows。(R.106)
であ ろ うが,ほ とん どもとのかた ちを とど.めていない。前章 で述 べた通 り,上
に引用 したMS,TS.と ほ とん ど同 じ文 を,FaulknerはTS.III,P.36;MS.
IV,.p.21の 冒頭 に書いてい る。 思 うに,十 年振 りに訪れ た 自分の生家 にかか
わ る この二つ の叙述 が,物 語 の上 か らい えぽ同 じ場面 の同 じ時間で あるために
(あ るいは,同 じ時 と場面で あ ることを読 者に思い 出 させ るために),同 一 の表
現が用 い られた のであろ う。(第II章 で も,Horaceが,LittleBelleと自分
の関係,Belleと 結婚す る前 にあ った 出来事 な どを回想す る場面 に,カ ーテ ン
の動 き とアカシヤの花 の匂い を繰 り返 し描写 して時 の経 過を示 している所 があ
る2)。
2)SeeGeraldLangford,勘π」々 πθ〆3、Rθ 加sゴoπo∫``S伽c'%α7ヅ'∫ ノ1Co〃 α`ゴoηo∫'ん8
0π7θ 麗sθ4Gα 〃θysσ π4捗 ぬ2・P%δ 」ゴs加4βoo海(Austin:UniversityofTexas
Press,1972),pp.42,45.
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WarrenBeckはSα ηo'襯 η セこおけ る叙述 を例に とって,Faμlknerの イ メ
ジ ャリーがペ ージか らペ ージへ主旋 律的に再現 され,時 間的連 続 の うちに 一つ
の状 況を構 築 して行 くと述べ る3)。Beckの 考察 は正 しい と思 うが,し か し少
な くとも未改訂版 において(生 家に関す る)二 つの文章が これ ほ ど離れ て現わ
れ るので は,仮 に オ リジナル版 が世 に出ていた として も,折 角 のFaulknerの
意図 を読者 が理解 でぎたか ど うか疑 問だ と思 う。
とにか く,Faulknerは このあた りのMS.,TS.の 叙述か らは,そ の骨 だけ
を とって来 てR.に 活か してい るが,上 記 引用 に続 く部分,Narcissaが 夕方 の
六時に また彼の所へや って来 るまでの間の ことは,TS,は75か ら77ま でお よ
そ七百語 余 り(MS.で は31か ら32に またが るが,31の 半 分近 くは抹 消 され
てい る)を 使 って書 いてい るのに,R.で は次 のた った 四十 九語 の叙述 に圧縮
して しま う。
Thefurlliturehadnotbeenmoved.Inaρairofnewoveralls,
withmopandpails,hescouredthe、 温oors.Atnoonhewent
downtownandboughtbeddingandsometinnedfood.Hewas
stillatworkatsixoclockwhenhissi忌terdroveupinhercar.
(R.106)
言 ってい る内容 は両者何 の変 わ りもない。 だが,R.で は例えば"Heoi16dthe
lockandtherustedkeyandopenedthedoor"(TS.75)とい うよ うな叙述
が まず落 され,更 に上記Rか らの 引用 でいえぽ"bought_sometinnedfood"
のあ とに,テ 這ブル の上に1919年 八 月二十七 日付Memphis発 行の古新聞紙
を拡げ てそ のfoodを 食べ る場面が あ り,そ してた また まそ の新 聞 の 中 に,
Narcissaと 彼 女の夫BayardSartorisの 写真が載 ってい るのを見て,ま た も
や 「おれ は彼女に何 を期待 していたのだ ろ う」 と自問 した り,更 には 自分 が家
を 出てか らの四 日間,妹 を思い浮 かべ 妹 と話 し続 けて来た ことを考え,あ の間
3)Warre旦Beck,1吻 伽87(Madison,Winsconsin:TheUniversityofWinsconsln
Press,1976),pp.40-41.
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じゅ う,妹 は"thatsereneandconstantdullness"を楯に して,自 分に念 の
入 った嘘をつ いていた のだ とさえ思われ て来 る,と い うよ うな こ とが書かれ て
いて,そ れ らが全 部削 られ るのであ る。
先 に触れた通 り,MS.31でFaulknerは紙面一杯 に書 き進 めたあ と,そ の
半 分近 くを線 を引いて消 し,更 に マージ ソに書 き足 したかな り長 い文 章 も縦線
で抹 消 してい る。 消 され た部 分を判読 してみ る と,こ れが実は第V章 の冒頭
部 にあ るもの と同 じで,こ こがあ とか ら前 の方へ移 され た ものであ ることがわ
か る。 つ ま り,繰 り返 しにな るが,Horaceか ら何 か愚 物が落 ちた よ うに妹に
対す る執着が な くな り,そ うい う気持に な った ところで,彼 はあ らためて 自分
が妹に何 を望 んでいたか を思 い返 す。結婚 に もSartoris家 に もimperYiousで
あ ってほ しい一 そ う願 っていた妹 だが,彼 女 の家 に来てみ る と,そ こは ま さ
しくSartor量s家 以外の何 もので もない こ とに,今 更 なが ら気 づ くので あ り,兄
とい う以外に 何か特別 な関 係にあ るわけで もな い 自分が,彼 女に どれほ ど不可
能 な ことを望 んでいた のだ ったか と考 える,と い うまさにその部分 がMS.31
では消 され てい るのだが,更 に一度 マ ージ ンに書 き足 され てか ら消 され た もの
を読んでみ る と,そ こではNarcissaの"i皿perviousness"が例 をあげ て具 体的
に説明 され てい るのであ る。 それ は作 品F1αgs勿 劾6D%5'お よびSo吻 ノz3
の中の挿話 を利用 した もので4),結 婚前 のNarcissaが 匿 名で卑狸 な ラヴ ・レ
ターを もらった ときに も少 しも動ず る色が な く,た だそ の手 紙を盗 ま れ た 時
にだけ生 まれ て初め て動転 す る気配 をみせた くらいで,そ れ ほ ど彼女は"im-
pervious"な はず だか ら,Sartorisの 色 な どに染 ま らな いだろ うと期待 してい
たのだ った,と い うもので ある。明 らかにHoraceに とって,Sartoris家 は卑
狼な手紙 と等 し く,外 か らNardssaに 押 し寄せ る 「汚れ」 と受 け と られ てい
たわけで ある。(こ のラ ヴ・レターの挿話は第VI章 へ行 ってか ら活用 され る。)
だが,事 実 としてはNarcissaは まさにSartoris家 の者 にな り切 っ て い
る。抹消 され た上記 の新 聞写真 をめ ぐる言己述 の意 味は,夫 婦 の写 真を見 なが ら
4)、ρ1αgε勿 漉θZ)%s'(NewYork:RandomHouse,1973),pp.255-56;5σ7'oグゴs
(London:Chatto&Windus,1964),pp,197-98.
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Horaceが あ らため て,Narcissaの 紛 う方 な くSartoris家 の一員に な り切 っ
て しまった事実 を思い知 る,と い うこ とを示す ため の ものだ った と 理 解 さ れ
る。 しか しまた,こ こに例示 され たNarcissaの"imperviousness"は,別の
重大 な意味 を含 んでい るはず であ る。彼女 は卑 狼な手紙 を受け取 って も,そ の
ことでは心動か され ず一 む しろ,破 り棄 てる こともせず に保 存 してお り一
それ が盗 まれた時 に,つ ま り自分 に泥がかけ られた とい うことを世間 が知 るだ
ろ うと思 った時 に,初 め て動揺す る。彼女 のimperviousnessと は まさに こ う
した世 間へ の見 て くれ のた めだけの ものであ り,中 味はむ しろ泥 を抱 え込 んで
い る,ち ょうどLittleBelleに それ が灰み えていた よ うに,汚 れ を待 ち望 んで
さえいる ものであ った一Faulknerは それ を言お うと した と見 ていい で あ ろ
う。実際,こ こでのNarcissaの 手 紙に対す る態度はSα7'07'sの 時のそれ と微
妙に違 ってい る。 同 じ素材 を使 いなが ら,Faulknerは オ リジナル5伽o'%α7ツ
でNarcissaを 全 く異質 の女に仕立て ているのだが,世 間 の 目か ら自分 の 「汚
れ」 を覆 いか くす ことだけに腐心す る このSα%吻 αη のNarcissaは,更 に
短篇"ThereWasaΩueen"の 彼 女に繋 り,こ こでのNarcissaは そ の本質
を一層露わ に して,(手 紙 を取 り戻 す ことと)淑 女 めか した外面 を取 りつ く ろ
えさえす るな らぽ,初 対面 の男に 自分の体 を提供す るこ とも意に介 しない女 と
して登場 す るので あ る5)。
さてR.の 上 記引用 に続 く部分は,Narcissaが 夕方 の六時に またHoraceの
　
所へや って来 て,無 理 を しない で 自分の家へ来 る よ うに告げ る場面 であ り,そ
れはMS.32,TS,77中の もの と同 じな のだが,し か しここでHoraceが 自分
の覚悟 の程 を妹に示す 部分に一 寸 した違いが あ る。
MS.32,TS.77:
``Horace.,,
5)See``TherewasaQueenノ'Docオ07Mα7'歪ηo碗4α 勉θ7S彦07δθε(LQndon:Chatto
&windus,1966),pp.217-21.なお,こ の こ とに つ い ては 拙 論 「s伽c'%α 矧 に おけ
る 〈レイ ソ コー ト〉 と 〈水 筒 〉 の イ メジ ャ リーに つ い て」,『 人 文 研究 』(小 樽 商 科 大
学),LVI(1978),63並び に 註(12)を 参 照 され た い。
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"1'mgoingtostayhere.Ihavecovers."Suddenlyhe
said:``1,mtheoldest,remember."
R.106:
``Horace
,"shesaid.
``1'mtheolder,remelnber,"hesaid."1'mgoingtostay
here.Ihavesomecovers."
MS.,TS.とR,は,た だ二つ の文章 が前後入れ換 わ っただ けの よ うにみ え る。
だが筆者 には,入 れ換わ った まさにそ の時に,MS.,TS.で か もし出 された雰
囲気ガミまるで逆転 して しまった よ うに思われ るのであ る。つ ま り"1'mgoing
tostayhere"が 先に 出て来 るとき,こ の ことばには何 の激 した調子 も感 じら
れないで あろ う。そ う受 け取 るのが 自然 だ と思 う。 だか らこそFaulknerは,
"Suddenly"と 言って次 の"1'mtheoldest,remember"の語 調に,従 って
耳oraceの これ をい う気持に,あ る変 化があ った ことを示す のであ る。 この こ
とばには,単 に 「年齢 が上 」 とい うだけの意味 ではな く,ま さに 自分 と妹 との
間はそ うした最 も単純 な ことぽ で示 すだけ の関係 で しか ないのだ とい う,こ れ
はHoraceの,妹 よ りは 自分 自身に 向か って言い きかせ てい るこ とばで あ ろ
うし,ま たい まや妹難れ を した彼 の,そ の覚悟 の程 を示す ことばで もあろ う。
だ がR.の よ うに位置が変 わ って出 て来 ると,(上 記手稿本 での雰囲気 の うち
か ら)当 然"1'mtheolder,remember"の語 気 鋭 さ,強 さだけが残 る こと
にな る。何 を生 意気い うか一R?を 読み進 んで来 て この"1'mtheoldeL.."
につ き当れ ば,そ れ は この よ うに しか受け取 りよ うがな いだろ う。そ してそれ
だか らこそMS.,TS.で は,た だ 自分 の心づ も りを穏やか に述べた と い え る
"1'mgoingtostayhere"が
,今 度は先行す る ことば の影響 を受け て,や は り
強い調子 を持 った もの一 余計 な心 配はす るな,と で もい うような感 じに な っ
て来 る と思 う。
ところで,R.で この部分 に続 くのは,Narcissaの 家 の黒 人運転手がNarcissa
に命 じ られ てHoraceに 夜具を持 って来 る場面 であ るが,こ れ はMS.32,TS.
78の 利 用で,MS.,TS.で は持 って来た時間が八時 とは っき りしてい るこ と,
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運転手の名前がIsomと 明示 されること以外何も重要な差違はないので あ る
が,妹 の届けた夜具をHoraceが 処理する所だけ,両 者は次のように異なる。
MS.32,TS.78-79:
Heputitσ α7吻 」砂awayandmadethebedwiththosewhich
hehadbought.(ltalicsmine)
R.106:
Benbowputthebundleintoaclosetandmadeabedwiththe
oneswhichhehadbought.
ただ"carefully"と い う語 のあ るな しだけ の よ うな ものだ が,Horaceの 内的感
情一 妹に対す る感 情がは っき り区別 され て示 され てい る ように思 う。Horace
の中には まだ 妹に対す る愛 情の燃 えかす があ るのか もしれない とも受 け取 られ
る よ うなMS.,TS.中 の語 を,FauIknerはR.からそれ こそcarefullyに 取
り除 く。
だが,単 に会話 を前後入れ換 え るだけ,あ るいは単語 一つ を取 り除 くだけ で
作中人物 の まさに正反対 の感情を あ らわす よ うに な るとい うのは,一 体 ことぽ
とい うものの持つ 力なのであ ろ うか,そ れ ともあい まい さなのであろ うか。そ
の疑問 は別に して も,一 つだけた しか にい える ことは,Faulknerに こ うした
実例 を示 され て初 めて我 々は,こ とぽ とい うものが こ うい うふ うに働 き うる こ
と一 操 作が簡単 だ とい うのは結 果か ら見 ての ことで,我 々 自身に とってそ う
い う操 作を考 えつ くことは決 して簡 単では ないが故に一 それ をは じめて思 い
知 らされ る とい うことで ある。Wa望renBeckが 「Faulknerは ことばに不信 感
を抱 いて いた といえ るだ ろ うが,し か しそ の不完全 な手 だてを芸術的 イ リュー
ジ ョソの限界 内で極限 まで利 用 しよ うと決 意 していた ようだ」6)とい う時,そ の
観察は正 しいのであ る。 つ ま りFaulknerは,こ とぽの持つ力 を信 じた のでは
な くて,こ とば とい うもののあい まい さについ て誰 よ りもよ く知 っていたので
ある。あい まい さを熟 知 していた か らこそ,.そ れ を どの よ うに利用 した らよい
6)WarrenBeck,Fα 磁 π87.p.49.
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のか一 つまりあいまいさを逆手匠 とって,そ れを最大限に活かすすべを心得
ていた といえるのではなかろ うか。'
ところで,こ の夜 具にかかわ る場面 に来 る前,TS.77の 下半分 と78の ほぼ
一枚 にわた る部分(MS ・・では.32)が ・Rに 利用 されずに捨 て られてい る。
RobertPennWarrenは,Faulknerが自然 との正 しい関係,自 然 との コ ミュ
ニケ ィシ ョソを強調す るものの,そ れは 自然 に没 入す る とい うことでは な く,
む しろ彼の作品 は人間が 自然 を支配 す る宗主権 を主張す る ものだ とい う意 味の
ことを述べ るが7),こ の ことはFaulknerの 自然描写 の美 しさと,し か もそ,の
自然描写 が しぽ しば何 らか の人 間感 情を象徴す る もの と してあ るとい うことの
説 明に もな るはず であ る。MS.32,TS.77-8の 捨 て られた部分一 前 半は
Narcissaを 含めた一 家の昔 の思 い出,後 半は樹木 を愛す る こともで きず,た だ
こけお どか しの外面 的装飾を家屋 に取 りつけ る ことに熱中す るBelleの こと
一 の,そ の前半部 が,ま さにそ うい う象徴 的意味を持 った所で ある よ うに思
われ るのであ る。(次 の引用 文中,イ タ リックスは タイ ピング ・エ ラー と思わ
れ るものを推測訂正 した箇所。)
It[anoak]wasoldandthickandsquat,impenetrabletosunor
rain.・Itwascircledbyacrudewoodenbench,ontotheplanks
ofwhichthebole,1ikebreastsofthatpneumatic60πs'α 解ρy[TS.
.一`constansy,,MS.-illegible]soremotefromluhgsas[TS.一`at']
tobeuntroubledbybreath,had670鷹 勿4[TS.一`croached,'MS.
-illegibIe]・andoverbosomeduntilsupPortingtrestleswereno
longernecessary.Hesatonthebench,smoking,hisbackagainst
thetree,rememberinghowonsummerafternoons,allfourof
themwouldsittherewhilethespent 、summerrain皿urmured
amongtheleavesandthethickbreathofthehoneysucklebore
uptheslopeinrichgusts,andusuallyamockingbirdsomewhere
三nthepeacefultwilight-coloredrainalreadybrokentothewestward
byayellowwashofdyingsunlight.(MS.32,TS.77)
7)RobertPennWarren,S¢18c擁E35σッ3(NewYork:RandomHouse,1958),p.72.
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ここにはNarcissaのilnperviousnessrHoraceがい まや,実 態はただ の 自
己満 足に裏打 ちされ たdullnessで しか ない と見抜いたNarcissaの それ をほ
のめかす ものが ないだ ろ うか。 自分 が愛 していた幼い頃 のあのNarcissaは も
はやいない。 い ま彼女は よくも悪 くも母 とい う座に どっか と腰を下 ろ し,自 分
● ■
の家庭以外のことには何の関心 も持たない女になってい る。もう自分の出る幕
などどこに もないのだ,と い うHoraceの 感慨を暗示す るものはな い だ ろ う
か。 もしこの箇所にそ うした象徴的意味がなかった ら,こ こはR.に 転用 され
ても一向に不 自然に感じられない部分のはずである。 とすれば,Faulknerが
ここを削った理由は,や は りこの一節の持つ象徴性にあったと考えざるをえな
いであろ う。
このあ と,MS.の32か ら33に またが った部分,TS.で は79と80の 二枚
分 が活用 されず棄 て られ ている。 この箇所 の内容は,Horaceの 眠 りに 入る前
の様 々な想念一 更紗 の服 の女が持つ厳 しい現 実感,あ れ に比べれぼ 己れ を何
とか現実 の一 フ ァクターた らしめ よ うと して来 た 自分 の努 力な ど,児 戯に等 し
か った,な い ものね だ りだ った とい う思い。そ して と りおけ様 々な愛 のかたち
一Goodwinと そ の女にみ られ る,も はや愛 な どとい うことばの通 じそ う に'
もない極限的 な愛 。一方,他 の男(Horace)に 妻を譲 る ことで愛 を分配 した よ
"うな具合
の男(HarryMifehell)と,それ の妻 だ った安 穏な生活に飽 きあき し
てい る女(Bell)。 そ して彼は,地 獄 か ら天 国 までの愛 の一切 を味わ って来 た女 ・
Rubyに,ま るで今 まで誰 も経験 した ことのない恐 しい苦悩 を経 て来た 男で も
あ るかの よ うに して,愛 に ついて得 々と語 って きかせた 自分 に,激 しい嫌悪 を
感ず るのであ る。
更にHoraceは,自 分 の家 出の ことを考 える。世 界に女が一 人 とい うのな ら,
妻 と別れ るな どとい うこ とも起 きないだ ろ うが,実 際 にはお互い別 れ よ う 別
れ よ うと しているのが 結婚 とい うものだ。 とい うの も"anywo皿anmakesa
bettermistressthanshedoesawife"(MS.33,TS.80)だか らで あ り,そ して
男が情婦 と結婚す るとい うのは,女 とい うものが情婦に な るか妻に なるか,ど
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ち ら しか ない か らな のだ一 と些か シニカルな気分に な って考え るので あ る。
さてR.106-7の,Horaceが昼食後 土曜 日の町へ 出て行 くくだ りは,大 方
MS.33,TS.80-81のその ままの利用 であ るが,MS.,TS。 に は更 に,Horace
が通 りを横切 った とき,大 きな樫 の木 々のあ る芝生 に囲 まれた古 い休 み茶屋 の
よ うなものを見かけ,そ の樫 の木 と芝生 を見てい る うちに,Kinstonの 家 の
LittleBelle,妻 のBelleそ してBelleの 前 夫のHarryの ことを思い 出 して,
最後に 「おれ は要す るにBigBoyな んだ」 と繰 り返 し自嘲す る叙述 が含 まれ
てい る。 このHoraceの い ささか突飛 な 自己批判 の ことぽは,オ リジナル版 で
は決 して軽 い ものではない のだが,し か し現実離れ の した愛 の話 ではな くな っ
たR.で は当然削 られ て しま う。
とまれ,こ の部分 を除いて,あ とはTommyの 死体を見に,人 々が月曜 日の
広場 存こ蝟 集す る とい う最後 の場面 まで変わ りな く,MS.,TS.は 第V章 を,R
は第15章 を終 え る。
6.「 第VI章 」 に つ い て
MS.34-38,TS.85-96の範囲に書か れ,R.第17章 に利用 され る。MS.34
には,VIIとXの 表 示が一度 書かれ てか ら消 され てい る。書 き出 しか ら黒人
死刑 囚の歌 まで,TS.85とR.第17章 は 同一 。MS.34は,書 き出 し直後 の
."theheaven・treeatthecorner"のうしろに,次 の文 をマ ージソに追記 して
い るσ
thick,viscid,sweetandoversweettothenostrilswithasweetness
richandmoribund
この部分 のあ と,MS.34,TS.85-6は,刑 務所 の一 室に並 んで坐わ る,
Goodwinと 赤 ん坊を抱 いた女の様子 を述べ る短い一節 にな るが,そ の叙述中
の,目 蓋 を三 日月のかた ちに して眠 りつづ けていた赤 ん坊カミそ の 日は ど うして
かむずか る とい う描写は,そ の ままRに 用い られ る。GoqdwinがHorace
手馨本によるオ リジナル版S伽o伽 αγッ の研究(IV)'(菊 池) 63
に語 る"`Ite11you,they'vegotnothingt6me,'Goodwinsaid.`They've
gotnomoreonmethantheyhaveonher,onthatkid.'Hehadwaved
bond・"も,Rで はHoraceがMissJenny・に語 る ことぽ と して少 しかた ち
を変え て使われ る。
このGoodwinの ことばの あ とは,HoraceとMissJennyの対 話にな るの
だが,MS.34でFaulknerはなぜか一度 それを書 きかけて中止 し,対 話に 入
る前に,Horaceが また妹 の家に戻 って来 た とい うさ伊 ど重 要 とも思え ない一
節を挿入す るQこ の一 節の 内容 は,「 自己確立を 目指 して家を とび出 し一人暮
しを始めた のに,何 や ら温 いベ ッ ドと食 べ物に惹かれ た よ うに 自分 は また もや
妹 の家へ戻 って来 て しまって いる。電 話 と車が 使 え る便利 さに はやは り敵わ な
い のだ」 とい うような意 味の こ とだが,そ れに して もこ うしてHρraceを もう
一度妹 の家に連れ て来 ることが,物 語の展開上 ど うして も必要 だ った のか ど う
な のか 。Horaceが 自分 の生家 で一 人暮 しを再 開す るのは,オ リジナル版 では
第VII章 に行 って,Rubyを そ の家に 引き取 ろ うと決心す る所か らなのだが,
艮.層では この挿話 を(意 味が ない と反 省 した のか)削 って しま うので,改 訂版 の
Hora6eは 終 始一人暮 しを続け る ことにな る。
ところで,HoraceがMissJennyとの対話 の中 で報 告す る,Goodwlnと そ
の女Ruby・ の罪を責 める牧 師の説教に関す 為記述は,R・ ではMS・343S・87
よりは るかに過激 な ものに なっていて,R.123,1,26の"Notonlyasa
murderer"か ら124,L3"forhavingbegotit"までの残 酷 な ことぽはR.に
な ってか ら創作 され た ものなのであ る。(従 って,R.の この箇所に 出て来 る
"Yoknapatawphacounty"の語は,MS。34,TS.87に はない。"Yoknapatawpha
county"と い う語 が、Faulknerに 思い浮か んだのはS㈱c彦%礎yと い う作品を
書 いてい る時 であ った と考 えて間違い ないが,そ れがMS.,TS.中 にあ らわれ
るのは一 つ ま り,こ の語がFaulknerに おいて初めて使われ るのは第XXIII
章 の裁判場面 におい てで あ り,そ の あ らわ れ方は二番 煎 じにな ってア クセソ ト
を失 ったR.で の出方 に比 べれば,は るかに劇 的な もの であ る。 本論第23章
「第XXIII章 につ いて」で この ことを再び論 じたい。)
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牧師のナジ演説がFaulknerの 中で次第に過激なものになって行ったとい う
こと'は,単に小説的効果のためだけではなく,現実世界でも決 して数少なくはな
いこうした似而非宗教家の偽善的態度一 ひたす ら泥を斥けて,宗 教をす ら彼
らだけの自己満足的sanctuaryと 化せ しめてい る随劣さに対す る,'Faulkner
の憎悪の深 まりを端的に示すものであろ う。
この牧師 の話 のあ と,MissJennyが"They'rejustBaptist"とい う所(MS.
34,TS.87;R.124)から,今 度は 、Narcissaを 混 じえて三人 で話 し合 う場面
に な り,Narcissaに 来 たGowanの 離別 の手紙 をめ ぐっての三人のや りとり
(MS.35,TS.89-90;R125-26),そのあ との,Narcissaが 兄にいつ まで
Goodwinの こ とを続け る気か,今 す ることは一 つ しか ない筈 と言 って立 ち去 る
所,そ れに 続 くMissJennyの"Andyouknowwhatthatwayis"のこと
ば まで,無 視で きる程度 の些細 な変 化は相互 にあ るが,手 稿本 刊行本 のどれ も
ほ とん ど同一 のかた ちで あ る。 ところが,こ のあ とR.で はMissJennyが
Horaceに 「Relleの 所へ戻 りな さい よ」 と勧め るこ とにな ってい るのに対 し,
MS.,TS.で はMissJennyは そ んな ことはいわず,逆 にHoraceとNarcissa
につい て話 し合 う。 まずHoraceは,「 彼女 は焼 き もちをや いてい るんです よ」
`She'sjealous'と い うのだが,し か しMS.に おい て,こ れ以下Narcissaが
結婚 前に卑狽 な ラヴ ・レタ ーを受け とり,あ る夜それ を盗 まれ て前 代未聞 の動
転ぶ りをみせ た とい う部 分(先 述 の通 り,こ れはMS.31の マー ジンに一度書
かれて消 され た もの の蘇 りであ る)を 含み,次 の一節 で終わ る部分 を 書 い た
Faulknerの 意図は幾 分わか りに くい。
Hesawhertheninthethroesofapassionnearermaternalthan
actualmotherhoodeverroused;notwithoutrageorfear,butat
theideaofhavinglettersaddressedt◎herreadby・someqneshe
didnotknow.
MissJennywaswatchinghim."She'sjealous,"hesaid.
``Andyou'resayingtoyourseIf
,That'ssomething.AintyouP"
shesaid.(MS.36,TS.91)
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まるで牧 師 と同列に あ るよ うな妹 の冷 た さに対す る不 満がHoraceに はあ るの
だが,そ れ を彼は 「妹は焼 きもちをやいてい るのだ」-7つ ま りGowanか ら
いわ ば見捨 て られ た とも言 えるい まのNarcissaに は,ひ との ことで あれ これ
一生 懸命に な ってい る自分が気 に くわない のだ とい うよ うな冗 談めか した 言い
方 に して まぎ らわ し,し か しそれ と同時 に,Narcissaに 来 たGowanの 手紙 を
読 んだ ことは,か つて盗 まれた妹 の手 紙一 そ の手 紙が誰 と も知れぬ者に読 ま
れ る ことを考 えていて も立 って もい られ ない思 いを した,昔 のただ 「妹第一」
の気持 だ った 自分 を思い出 させず にはおか なか った とい うこ とであろ うか。 い
ずれにせ よ,MissJennyの 辛辣 な 目はそ う～・う彼 の気持 も充分 に見抜い てい
る ようであ る。
さてMS.36,TS.91は,こ の部分に続 けてす ぐ次 の文 を出す。
ButstillGoodwinwouldnotpermithilntodivulgePopeye's
presenceontheplacethatday.(MS.36,TS.91)
まるで木に竹 を接 いだ感 じで あ る。R.で は 当然 なが ら一 行の余白を置 き,あ
と二 日しか生 き られ ない黒人死刑 囚の ことを述べ なが ら場面 を刑務所に移 した
あ とに上記 引用文 を持 って来 て,自 然な感 じで話をGoodwinの 方へつ ないで
行 く。 こ うい う所に も改訂 に際 して払 ったFaulknerの 十分 な配慮 の跡 は うか
が え るだ ろ う。
これ 以後,HoraceがGoodwinと女か ら何 とか事件 の真相を聞 き出そ うと
努 めたあ と,Narcissaに 会 い,彼 女が"Maybethey'11waitandhangthem
[Goodwinandthenegromurderer]bothtogether"(MS.37,TS.94;R.103)
と喋 るのを聞 く所 までは,TS.お よびR.でNarcissaが 更 に"Theydothat
sometimes,dontthey～"とい うひ とことをつけ加 えてい るのを除け ば,三 者
同一で ある。
上記 のNarcissaの ことばは,明 らか に彼女 の冷酷 さ一 人 の不幸 に対す る
恐 しい までの"dullness",た だ 自分 の無 傷だけ を望 んでい るそ うい う意味で の
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彼 女の"imperviousness"を 示 してい るが,TS.で は更に もうひ とこと付け 加
え られ て,そ のおぞ ましい冷酷 さが決 定的 な ものに され ている ことに注意 した
いo
.旧稿では このあ と,(妹 の家に戻 って来 てい る)HoraceとMissJennyの夕 ・
食後 の会 話に な ってお り,そ の会話 の中で,MissJennyはGoodwinの女に
何 かの援 助を してや りたい気持 を示 す。一方Horaceは,「 この事件が終わ っ
た らヨー ロッパへ 行 こ う。 自分 かMississippiか,ど ち らかが転地 しな くちゃ」
(MS.37,TS.95)と 語 るが,こ の ことばは,Horaceが 終 始一入暮 しを続 け る1
ことに な ってい るR.で は,ベ ッ ドの中 で彼がひ と りひっそ りと考 えるかた ち
に変 え られ る(R.130)。
Hoτaceが 妹 の家に 同居 してい る旧稿 と,一 人暮 らしのR.で は,当 然それ
た続 く場面 の設定 が変わ らね ぽな らず,R.130の 前述 ヨーロ ッパ旅行 の予 想
に続 く場面,あ と一夜 のい のちで しかない ニ グロ死 刑囚 の ことやheaven-tree
の ことな どを考え る くだ りは,MS.,TS.に おけ る,妹 の家の一室 で窓 辺に立
って考 えた ことの禾1囑で ある。そ して次 の朝に届 くGoodwinの 女か らのす ぐ
ホテルへ来 てほ しい とい う伝 言は,MS.37,TS.95ではSaddieがMissJenny
の使いで持 って来 るのだ が,R.で は ホテルの黒人 ポ ータ鼠が届け る とい うこ
とに変わ る。更 にMS.37,TS.95-96では,MissJennyがHoraceに向か
って"Whynotcallher[Ruby]and丘ndoutwhatitisP"そして Iliked
hervoice"と 言 って,こ の真 っ直 ぐな心 を持 った老女が,Rubyに 対 し好意的
であ ることを示す 部分が あるが,こ れ もR.で は除かれ,し か しそ の あ と,
Horaceが ホテルへ行 き,Rubyか ら事 件 の時に若 い女が いた と告げ られ るR.
第17章 の結び の部分 には,旧 稿第VI章 の結び をそ の まま使 ってい る。
7.「 第VII章 」 に つ い て
第VII章 はMS.39-43;TS.97-109の範囲に書 かれ てお り,こ れ はR.で
は第4章 として使われ ている。
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MS・ を調べ る と,Faulknerの 最初 ㊧ プラ ソは この第VII章 の書 き出 しの
一節 である,Templeの 華 やか な登場,つ ま り派手 さで人 目をひ く彼女が.町
の青年 の車に乗 って大 学構 内か ら走 り去 る叙述か ら,小 説S醜 伽 α7yを 始 め
よ うとした もので あった ことがわか る。
この一節カミ書かれ てい るMS.39は,そ の番 号の上 に,ど ち らも横 線で消 し
た1と35の 番号 があ り,中 央 にはS伽6伽 α7ッ と書 いて二本 のア ソダーライソ
を付 し1更 にそ の下 に一本 のア ンダーライ ンをつけたChapterOneが あ って,
それ らは どち らも横線 で消 され てい るのであ るが,も し当初 の考 え通 りに書か
れ ていた ら・色彩 りこそ撃やか ではあ って も・ 小説 の書 き出 しζ して・R・ よ
りは もちろん,未 改訂版 よ りも平凡 な ものに なった ことは間違い ない。
このMS.39に はそ のほかに もう一 つ,ChapterTwoが書 かれて抹消 され
ているが,い ず れにせ よ,Faulknerの 中に は最 初,Templeを 早 い機会に提 出
した い とい う意向が あ った よ うに思 われ る。
それ はおそ らく,最 も通 俗的 な意 味で の小説 のお もしろさ とい うことを考 え
たか らだ と思わ れ,こ の小説全 体に 賭げ たFaulknerの 意図は 明 らかに別 な も
のであ ったに して も,作 者 の中 には当初やは り,読 者の幾分次 元 の低い関心 に
お もね よ うとす る ものが混 じっていた とい えるか もしれない。
TS.100に,Templeに袖に され た町 の青年 の一人が,女 の下 着を振 りまお
して腹 の虫 を抑 える とい う叙述(R.で はp.30)が あ る。だが,こ の 話 は
Faulknerの 中 で最初 か ら予定 されていた ものではなか った。 この話 に相 当す
る ものは,MS.40の マージ ンにあ とか ら書 き足 され てい るのだが,そ のMS.
のマー ジン追記 と,TS.(及 びTS.と 同一 のR.)を 比べ てみれば,Faulkner
の書 き方がむ しろ次第 に,煽 情 的 としこえぽ煽情 的にな ってい ることに気づ く。
MS.40:
Hetooksomethingfromhispocket-ag童rrsundergarment
-andshookitout.
Ts.100,R.30:
``Youpoorbastard
,"the丘rstsaid.
68 人 文 研 究 第63輯
."AmI?"thesecondsaid.Hetooksomethingfromhis
pocketandflippeditout,whippingthesheer,faintlyscented
webacrosstheirfaces."AmI?"
TS。(及 びR)で は,更 に こ の"undergarment"の出 所 に か か わ っ て,
"Docgotthatstep .ininMemphis,"thethirdsaid."0鉦adamn
whore.,,
``You'relyingbastard
,"Docsaid.(TS.100,R.30)
とい う叙述 があ るが,こ れはMS.に は ない もので あ り,そ の代 りMS,43に
は,こ のundergarmen亡 が,あ るいはTempleの もの では ないか と考 え させ
るこ とば が見 える。
MS,43,TS.108でGowanはTempleに,「気取 ってみた って,き みが町
の青年た ち と遊び まわ ってい るのはわか ってい るのだ。 便所 の壁に きみ の名前
が落書 きされ てい るのを見 ない とで も思 ってい るのか」 な どとい うが,MS.に
は更 に"Dontthinkhenevershowedmethatstep-in."とい うことぽが書か
れてい るので あ る。 これは,TS,で は 一度 タイ プされ たあ と斜 線で 消 され る
が,く だんの町 の青年 が ポケ ッ トか ら引 っぱ り出 したundergarmentが,なん
のだ と実 はTempleの"step-in"らしい ことが ほのめか され,し か もGowan
はそ の青 年 と知 り合いだ った とい うことになれぽ,筋 の上か ら言 って もずいぶ
ん無理 な話に な るだけ ではな く,そ れ は また,Templeと い う娘 のす さま じい
堕落 ぶ りを余 りに早 々とさ らけ出 して しま うことに な って,小 説的興趣 を薄 め
て しま う懸念 があ る上,更 に十 七歳 の娘 が男に 自分 の下 着を 与 え る とい うの
は,余 りに常識 はずれ の話 と考 えたため の削除 で もあ った ろ うか と思 う。
だが,こ のMS.の 叙述が 我 々に告 げ る何 よ りも重 大な問題 は,Faulknerが
当初か らTempleを,本 質的 にはそ うい う女 としてイメー ジ してい た とい うこ
とな のであ る。
Templeは,肉 体的 には この時 まだ汚れ ていなか った に 違 い な い。 だ が
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Fanlknerは,彼 女が外力 に侵 され易い精 神の持 ち主 で,し か も実質 的にそれ
はす でに侵 され て しまって いるのだ,と い う所 か ら物語 を始 めた のだ とい うこ
とに思いを向け ざ るを えない。 私には,Faulknerの 言 いたか った ことが,精
神 の堕落は所詮 肉体 の堕落 であ り,Templeがstep-inを男に与 えた(と し
て),ま さにそ の時彼 女は,ト ーモ ロコシを使 って凌辱 され る とい う,最 も屈
辱に満 ちた運命 をみず か ら引き受 け ざるをえな くな った のだ,と い うことで あ
った ように思われ るので ある。
と こ ろ で,MS。43;TS.107,R.37に ・
Hiseyeswerebloodshot,puffed,h量sjowlscoveredbybluestubble,
andlookingathim。..Tαnp正ethought亘iswhiskershavegrown
s1nceweleftDu㎡ries.Itwashai卜oilhedrank.Heboughta
bottleofhair.oilatDumfriesanddrank量t.
とい う文 が出て来 る。MS.か らR.ま で全 く同一 で一字 の変更 もみ られ ないσ
MS.を 見 ると,こ の箇所 の前後は一気 呵成に書か れた もので あ ることがわ か る
.が,こ の こっけい味 の質が上等 か下 等かは別 問題 と して,Faulknerの いわば
苦渋に満 ちた ことばのつなが りの中に,時 として何気 ないふ うに置かれ るこの
種 のユーモア,そ れは 異質の ものが 突然紛れ込 んだ とい う違和感 を与 える もの
では決 してな く,暗 緑色 の苦渋 の ことぽが光線 の具合で ふ と紅 色に変 って見 え
た とで もい うよ うな 自然 さがあ り,例 えば次 に掲 げ るBenWasson宛 の手 紙8)
に も窺 え る,あ けす けな金銭欲 求の よ うな苦 渋 と並 んだ一 あ るいは,そ れ と
分 かちがた く絡み合 った,何 ともい えない 自然 なユーモ アの味 は,Faulknerの
8)バ ージニア大学オールダマソ図書館所蔵のFaulkner書 簡の一つ。日付なし。なお,
BenWassonは ミシシッピー大学でのFaulknerの 文学友だち。1920年 代にNew
YofkのAmericanPlay社でLelandHaywaエdの 下で働いていたが,1928年 以
前にFaulknerの 著作代理人になって作品の売込みにつとめるようになっていた。
HoraceLiverlight社 等か ら拒絶されたFJαgs伽'加1)π3'をS礎'oア ゴsと して
Harcourt,Brace社 から出版させ,ま た次作 丁舵So観4α π4漉6諏7yをCape&
Smith社 より出版させることに尽力。Faulkロerと の交友は,1932年 にWassonが
Californiaに 移るまで続いた。
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本質的な一面であった ことを強 く感 じ
DearBen
IhaveHayward'scontract,butIcantleavehereuntilIhave
gotmyroyaltycheckfromCape.Foraveryimportantandprivate
reason,1、mustputthatmoneywhereitcannotbefounduntilI
ret・mfr・mC・1.A・dId・ ・tw・ ・tth・ ・h・・k・h・ ・i・g・meab・ ・t
.lhecountry.工mu台tgetitinmyhandsandburyit,youmight
say・ ,,
8.「 第VIII章 」 に つ い て
第VIII章 はMS.44,TS.110から始 ま り,R.の 第5章 に充 て られて い
る。 だ がそ れは,TempleがGoodwinの 父親 であ る盲 目の 老 人の"dirty
yrllowishclayma「b}es"(MSI45・'TS・113・.R・42)に す ぎ 朗 を 見 て 驚 い て
逃げ出す所 までで,そ れ以降は分割されてR.の 第6章 として収め られること
になる。分割の理由は,他 の章との長 さ 分量の均衡を考慮 したとい う以外
のものではないだろう。
なおR.44の 次の一節,
Theazureshadowofthecedarshadreachedtheoldman'sfeet.
Itwasalmostuptohisknees.Hishandcameou重andfumbled
abouthisknees,dabblingintotheshadow,and・be¢omestill,
wrist.deepinshadow,Thenheroseandgraspedthechairand,
tappingaheadwiththestick,heboredirectlydownuponthemi亭
ashu珊ingrush,sothattheyhad(tostepquicklyaside.)
ζれは実 は・MS・45、(TS・では115)で 一度線 を引いて消 した上・マ ージ ン
にあ らた めてOKの しる しをつけて復活 させ た ものにほ かな らない。(上 掲文
中 カ ッコ内は,抹 消線 のない部分。)
MS.48,TS.122でこの章 は終 る。「 ・
